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1. 募集研究科・専攻・募集人員 

研  究  科  専     攻  課    程 募集人員 

理工学研究科 
情報システム工学専攻 

博士後期課程 若干名 生命理学専攻 
環境共生工学専攻 

 
2. 出願資格  

日本国以外の国籍を有し、次の（１）～（３）のいずれかに該当する者 
 
(1) 修士の学位を有する者、または 2024 年 3 月までに取得見込の者 
(2) 外国において修士の学位に相当する学位を取得した者及び 2024 年 3 月までに取得見込の者 
(3) その他、本学研究科委員会において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認め

た者 
 
※ 外国と日本の両方の国籍を有する人についても出願を認めます。 
※ 上記の(1)(2)には、外国人留学生として日本の大学を卒業（見込を含む）した人、または日本の

大学院の課程を修了（見込を含む）した人を含みます。 
※ 上記の(1)(2)には、日本において通常の高等学校教育の課程を修了した人を除きます。 
※ 出願資格について不明な点がある場合（とくに外国の大学出身者）は、出願する前に、本学理

工学部事務室に問い合わせること。 
 
[注意事項] 

出願前に、指導を希望する教員に博士後期課程の研究・教育等について必ず相談すること。 
各教員の研究・教育内容他、理工学研究科に関わることは、ホームページから確認することがで

きます。 
 

○  理工学研究科入試に関わるホームページ 
 https://www.soka.ac.jp/admissions/exam-info/graduate/t-grad/ 
 
 
3. 出願期間 

２０２３年８月２１日（月）～１０月６日（金） ※必着 
 

4. 検定料：33,000 円  

[検定料支払ページ URL] 
 https://payment.soka.ac.jp/graduate2/ 
 
[利用可能なクレジットカード] 

  
[注意事項] 
 ホームページ（URL は上記の通り）より上記のクレジットカードで支払い、出願時に検定料支

払確認書類を添付すること。 
 検定料の支払いは必ず出願期間内に完了させてください。締切日を過ぎると出願は受け付けら

れません。 
 一度支払われた検定料は返金できません。 
 

https://www.soka.ac.jp/admissions/exam-info/graduate/t-grad/
https://payment.soka.ac.jp/graduate2/
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5. 出願書類 

■Google フォームでデータを提出し、原本を郵送 

データ提出先： https://forms.gle/hoVf4QbTFmDPjZ3T9 

原本郵送先：192-8577 東京都八王子市丹木町 1-236 創価大学 理工学部事務室 大学院係 

種類 出願書類及び注意事項 

Ａ 

●入学願書（本学所定様式にて作成し、PDF にしたもの） 
＊ 枠内の全てに記入する。ただし※欄には記入しないこと。 
＊ 顔写真（3 ㎝×4 ㎝ 上半身・無帽・無背景・3 ヶ月以内に撮影したもの。カラー。）

を貼付する。 
＊ 学歴欄には、在籍した全ての学校名・所在地・転出年月・転入年月等記入すること。

所定の欄に書ききれない場合は、詳しい学歴を記入した用紙を添付すること。 

Ｂ 
●顔写真（画像データ／データ提出のみ） 

＊ Ａの入学願書に貼付した写真の画像データを提出すること 

Ｃ－１ ●出身大学の成績証明書 
＊全学年にわたるもの。 

Ｃ－２ ●出身大学院（博士前期課程／修士課程）の成績証明書 
＊全学年にわたるもの。 

Ｃ－３ ●出身大学の卒業証明書 
＊発行されない場合は卒業証書を提出すること 

Ｃ－４ 
●出身大学院（博士前期課程／修士課程）の修了証明書、修了見込証明書 

＊修了見込証明書を提出した者は修了後速やかに修了証明書を提出すること。 
＊上記証明書を提出できない場合は、修了証書を提出すること｡ 

Ｃ－５ 

●学位記（学士・修士双方） 
＊学位を取得したことを証明するもの。卒業証明書（Ｃ－３）・修了証明書（Ｃ－４）

に学位を取得したことが明記されている場合は、提出する必要はない。 
＊修士号取得を証明するものがない場合は、出身大学の学長等による大学院博士後期

課程への進学資格を証明する書類を提出すること。 

Ｃ－６ 

●推薦書（２種類） （本学所定の用紙・該当者のみ） 
＊１通は最終学校の学長、学部長または指導教授が作成したもの。日本語学校の教員

のものは不可。もう１通の推薦者は特に制限しない。 
＊本学出身者（大学院修了者・学部卒業者・別科からの進学者）は提出不要。 

Ｃ－７ ●日本語能力試験合格証明書 （該当者のみ） 
＊日本語能力試験を受験した者は提出すること。 

Ｃ－８ ●英語能力証明書 （該当者のみ） 
＊ＡＣＴ・ＳＡＴ・ＧＣＥ・ＴＯＥＦＬ等を受験した者は提出をすること。 

Ｃ－９ 
●大学入学資格試験証明書 （該当者のみ） 

＊志願者がその国の学校教育制度の中で、大学入学資格試験や統 一試験を受験した者

は提出すること。 

Ｄ 

●本学における研究計画書 （本学所定様式にて作成し、PDF にしたもの） 
＊研究科名・専攻名・氏名(ふりがな)を明記すること。 
＊日本語又は英語で作成すること。 
＊「志望理由、研究題目(希望指導教員名)、研究目的、研究計画」の順に、項目ごとに

記述のこと 

Ｅ 
●修士論文の要旨（PDF ファイル） 
 ＊日本語または英語の修士論文要旨がある場合は提出すること。 

https://forms.gle/hoVf4QbTFmDPjZ3T9
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Ｆ 

●指導教員受入承諾書 （本学所定様式にて作成し、PDF にしたもの） 
＊出願前に、指導を希望する教員に博士後期課程の研究・教育等について相談し、希

望指導教員のサインを必ずもらうこと。サインされた書類はスキャンしたもので可。 
※情報システム工学専攻は、スカイプ等で必ずコンタクトをとること。 

Ｇ 

●経費支弁書（本学所定の用紙） 
＊ 大学院在学中における学費、生活費について、支弁の裏付けになる書類（銀行残高

証明書等）を所定の用紙に添付し、提出すること｡ 
詳細は「経費支弁について」の欄を参照のこと。 

Ｈ 

●検定料支払確認書類 
＊ 検定料を本学ホームページからクレジットカードで支払い、支払い完了の際に表示

された画面、もしくは確認メール等、検定料を支払ったことが分かるものを提出す

ること。 

Ｊ 
●学費減免申請書（学費減免を希望する者のみ提出） 

＊ 「留学生向け奨学制度について」を参照し、必要書類を提出すること。 

 
 
経費支弁について 
 

経費支弁書については、所定の用紙に経費支弁者が署名し、以下の要領により経費支弁の裏付

けとなる書類を添付してください。 
※ 学費減免を同時に申請する場合、その審査と平行し、経費支弁能力を審査する。その場合、預金

残高証明書等で証明する金額は 150 万円に満たないものでも提出を可とする。 
 
(1)本人が経費を支弁する場合 
 本人名義の預金残高証明書（日本円で150万円以上の残高を証明できるもの） 

 
(2) 本人の親族が本国から送金して支弁する場合 
 送金者名義の預金残高証明書（日本円で 150 万円以上の残高を証明できるもの） 
 在職証明書 
 年収証明書 
 本人との関係を証明する文書（戸籍謄本、住民票、親族公証書等） 

 
(3)奨学金で支弁する場合 
 奨学金給付額、給付期間、給付期間が明記された奨学金給付証明書（支給金額の合計が年間で

150 万円程度になるもの） 
 
(4) 日本在住者が経費を支弁する場合 
 総所得金額の記載のある課税証明書（確定申告控の写し、源泉徴収票、等） 
 在職証明書（自営業の場合は登記簿謄本の写しまたは営業許可証等） 
 住民票 
 知人、友人の場合、本人との関係がわかる資料（一緒に写っている写真など） 

 
 
6. 出願上の注意事項 

(1) 全ての書類を日本語もしくは、英語で作成すること。 
(2) 提出された各種証明書等が、日本語又は英語以外の言語で記載されている場合は、必ず日本

語又は英語の翻訳を添付すること。 
(3) 受理された出願書類の記載事項についての変更は認めません。 
(4) 入学願書は、１専攻のみ許され、併願は認めません。 
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(5) 一度受理した出願書類及び検定料は、理由のいかんに関わらず一切返還しません。 
(6) 提出書類に虚偽の記載があった場合は、合格及び入学許可を取り消すことがあります。 
(7) 出願書類等に不備があるもの、及び出願期間を過ぎて提出されたものは、選考の対象とはし

ません。 
 
 
7. 選考の方法 

研  究  科  専  攻 選 考 方 法 

理工学研究科 
 情報システム工学 
 生命理学専攻 
 環境共生工学 

1. 書類審査 
2. 口述試験（※） 

 
■口述試験実施日 

2023 年 11 月 11 日（土）または 12 日（日） ※日本時間 
※ 口述試験は創価大学キャンパス内で実施します。 
※ 日本国外に居住する外国人については、Skype 等による口述試験も可能です。 
※ 試験開始時間は時差を考慮して決定します。おおよそ試験の２週間前までに連絡します。 
 
 
8. 合 格発表 

2023 年 12 月 1 日（金）午前 11：00（日本時間） 
 
判定結果は、以下３項目のいずれかを、全受験者にメールで伝える。 
①合格      翌年４月から大学院への入学を許可する 
②不合格     審査の結果合格基準に達していない。 
③出願資格無し  大学院入学資格が認められない。 

 
※合格者には合格通知書と関係書類を送付します。 
※合否に関する、電話・郵便での問い合わせには一切応じません。 

 
 
9. 入学手続き  

合格者は、各入学手続の所定の期間内に入学手続および入学金・学費等の納入をしてください。

詳細については、合格発表の際に文書で通知します。 
 
(1) 第１次入学手続期間 

第１次入学手続期間では、合格者は以下の手続きを行う必要があります。 
1. 入学金の納付： JPY 200,000- 
2. ビザに関する書類の提出 
3. 入学後の住まいに関する書類 

 
期 間：2023 年 12 月 7 日（木） ～ 12 月 14 日（木） 

 
(2)第２次入学手続期間 
第２次入学手続期間では、合格者は学費の納入と入学手続書類の提出を行う必要があります。 
1. 学費の納付： JPY 770,000- or JPY 385,000- 
2. 入学手続書類の提出 

 
期 間：2024 年 2 月 20 日（火） ～ 2 月 28 日（水） 
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2023 年度学費（参考額）  

項 目 
一括払い 2 回分割払い 

納入時期 
入学手続時 入学手続時 秋学期納入時 

入学金 ※ 200,000 円 200,000 円 － 第１次入学手続期間 

授業料 440,000 円 220,000 円 220,000 円 

第２次入学手続期間 
在籍料 60,000 円 30,000 円 30,000 円 

教育充実費 150,000 円 75,000 円 75,000 円 

実習費 120,000 円 60,000 円 60,000 円 

合計 970,000 円 585,000 円 385,000 円  

※ 本学博士前期課程および修士課程修了者の博士後期課程の入学金は、免除する。 
 
(3) 注意事項 
 
1. 上記の納入期間内に手続きを行わない場合は、合格を取り消します。 
2. 授業料等は、手続期間内に必ず完納して下さい。納入回数は、１回払（入学手続時に一括納入）

又は、２回分割払い（春学期・秋学期に分割納入）が選択できます。 
3. 手続後、事情により入学を辞退する場合、入学金を除く授業料等を返還します。 

ただし、入学式の前日までに届け出のあった場合に限ります。 
 
 
10. その他 

(1) 在留資格認定証明書の申請、ビザの取得について 
 

入学を許可された外国籍の者は原則として在留資格「留学」の取得が必要です。入学許可後に在

留資格取得、入国および滞在に関する手続きをすることになります。 
 

● 大学による代理申請 
「在留資格認定証明書」交付申請は、大学が代理申請を行います。入学手続きの際に「在留資格

認定証明書交付のための大学代理申請確認表」(本学所定用紙)を提出してください。提出がない場

合は、大学では在留資格認定証明書の申請は致しませんので、ご注意下さい。 
 「在留資格認定証明書」についての許可は法務省が行うものであり、不許可となった場合

について大学は責任を負うことはできません。 
 代理申請をした場合でも、法務省より必要に応じて証明書等の提出を求められることがあ

ります。 
 
(2) 留学生向け奨学制度について 
 
● 学費減免 
本学では、大学院に在籍する外国人学生に対し、学費（入学金および在籍料を除く）を全額免除

する制度がある。学費の減免を希望する者は、入試出願時に所定の「学費減免申請書」と直近（※）

１年間の家計支持者の収入を公的機関が証明する書類（課税に関する証明書等）を提出すること。 
 
※「直近」とは 2022 年 1 月から 12 月までを指す。 
※家計支持者とは、原則として父母の双方を指す。父母以外の者が代わって家計を支えている場合

は、主に家計を支えている者を指す。 
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  選考の結果は、合格発表と同時に決定者にのみ通知する。 
  入学後は、毎年学費減免の継続審査を行う。その際、成績等の状況より、学費減免が継続

できない場合がある。 
  学費減免は、最大で標準修業年限（3 年間）まで継続することができる。 

 
学費減免申請書類 

種類 出願書類及び注意事項 

J 
●学費減免申請書 

＊ 直近（※）１年間の家計支持者の収入を公的機関が証明する書類（課税に関する

証明書等）を添付すること。 
 
 
● 経済的支援 
本学では、大学院に在籍する外国人留学生に対し、月額 6 万円程度を上限としたティーチング・

アシスタント（ＴＡ）またはリサーチ・アシスタント（ＲＡ）の雇用を準備しています。詳細につ

いては、合格発表時に提示する予定です。 
※原則として他の奨学金との併給は認めない。 

 
 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
願書送付先・お問合わせ先： 
創価大学理工学部事務室  
〒192-8577 東京都八王子市丹木町 1-236  
創価大学理工学部事務室 大学院外国人入試係   
TEL：042-691-4118  FAX：042-691-9311 
E-mail: eng-grad@soka.ac.jp 
https://www.soka.ac.jp/en/grad-eng/ 


